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その時図書館はどう動くか？
～大規模災害時における対応及び事前準備について～

「災害時における歴史資料の救援・保全」
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本日の主な内容

はじめに 自己紹介を兼ねて

1 災害時の図書館

2 災害後の図書館の活動

3 那智勝浦町の活動と「いま」を記録すること

4 歴史資料ネットワークの活動―災害時にどう動くべきか

おわりに―私たちがいまできること・すべきこと
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はじめに
自己紹介を兼ねて

橋本唯子

Hashimoto Yuiko

兵庫県・石川県・滋賀

県・福井県など各地にお

いて博物館・資料館・

文書館・自治体史編さん担当部署・などに勤務、学芸員資格所持、仕

事柄図書館職員とのコンタクトは多く、同一部署内だったことも

阪神・淡路大震災における歴史資料の保全活動に参加（歴史資料ネッ

トワーク、通称史料ネット）
上:史料ネットホームページよりダウンロード［引用日:2017.6.30］
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はじめに 自己紹介を兼ねて

図書館に必要な人材とは？

図書館ヘビー級ユーザーから「図書館職員」へ

ユーザーの視点が必ずしも反映されず、「館の事情」が優先される状況もあ

り

学芸員として図書館活動に寄与する（私なりの）方法を模索

（例:図書館に「眠る」地域資料にかかる提言）
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付けたり 図書館法における「郷土資料」

図書館法第三条 図書館奉仕 一

第三条 図書館は、図書館奉仕のため、土地の事情及び一般公衆の希

望に沿い、更に学校教育を援助し、及び家庭教育の向上に資することとな

るように留意し、おおむね次に掲げる事項の実施に努めなければならない。
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付けたり 図書館法における「郷土資料」

図書館法第三条 図書館奉仕 一

一 郷土資料、地方行政資料、美術品、レコード及びフィルムの収集にも

十分留意して、図書、記録、視聴覚教育の資料その他必要な資料（電

磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によつては認識す

ることができない方式で作られた記録をいう。）を含む。以下「図書館資

料」という。）を収集し、一般公衆の利用に供すること。

「郷土や郷土関係者などに関する文献、視聴覚資料、博物館的資料などの当該地域
に関する一切の資料。（略）公共図書館はその地域の専門図書館の側面を有するの
で、その地域の資料を収集し、レファレンス質問に応える責任があるといわれている。」

（『最新図書館用語大辞典』、柏書房、2004）
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1 災害時の図書館

災害時に図書館は「どうなる」か？ 各地の事例

長岡市立中央図書館

神戸市立須磨図書館

東日本大震災被災地の図書館
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【災害対応：ふたつの活動】
・被災した歴史資料を守ること
・災害自体の記録を歴史資料として残すこと
☞活動を通じて「なぜ史料を残さなければならない
のか？」「なぜ図書館が必要なのか？」を考えること



1 災害時の図書館 災害時に図書館は「どうな
る」か？

長岡市立中央図書館

2004（平成16）年10月23日新

潟県中越地震により避難所に

「長岡市民体育館が被害をうけて

使用できなくなったため、急遽、臨時

の避難所として開放した。」→地域

の要請もあり16日間避難所に
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矢田俊文, 長岡市立中央図書館文書資料室編『 震

災避難所の史料 : 新潟県中越地震・東日本大震

災 』（長岡市立中央図書館文書資料室、2014）



1 災害時の図書館 災害時
に図書館は「どうなる」か？

長岡市立中央図書館の被災直後

の収集活動（2-2参照）

長岡市立中央図書館文書資料室長から

「被災「文書等」の取扱いについて（お願

い）」

「県民の貴重な財産が消失しないよう、住

民の皆様への周知方よろしくお願い申し

上げます」
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1 災害時の図書館 災害時に図書館は「どうな
る」か？

被災後果たすべき役割、対応すべきことは多岐にわたる

たとえば水害時に全ての資料を救出できるか、すべきか？

限られた時間に救出する資料、優先順位をつけるならばどうなるか？

防災対策

施設の防災対策強化・資料保存（メディアによる代替保存）

いまできること（水害に備え最下段をあけた配架、備品の購入など）

防災マニュアル・避難訓練の徹底
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2-1 災害後の図書館の活動 震災文庫

神戸大学震災文庫（震災文庫リーフレットより）

「被災地の中心にある図書館の責務として、災害復興や地震研究・防災

対策などに役立てていただけるよう、震災にかかわる資料を広く収集し、

1995（平成7）年10月30日に「震災文庫」として公開を始めました。」

稲葉洋子「神戸大学「震災文庫」の挑戦」

「上司から「今回の震災の資料を収集して公開しようと思うが、どうだやれる

か？」と聞かれた。（略）おもしろそうという思いから引き受けた。側にいた

同僚は、「えらいこと引き受けるなあ」と思ったと後から言われた。」
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2-1 災害後の図書館の活動 震災文庫

第1回展示「資料でたどる阪神・淡路大震災の記録と記憶」開催

（2004年11月）

887名の来場者（うち、学外から約600名）

一般公開およびインターネット公開

1999年「神戸大学電子図書館システム」運用開始にあたり、電子化公

開することが重点課題のひとつとされた
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2-1 災害後の図書館の活
動 震災文庫

震災文庫の収集資料
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2-2 災害後の図書館の活動
長岡市立中央図書館

長岡市立中央図書

館 震災史料の収集

と保存・活用
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「捨てるつもりで入れら

れていた袋にまるで貝

塚のように史料が残さ

れていた」（文書資料

室スタッフの言）

☞刊行物への掲載

矢田俊文, 長岡市立中央図書館文書資料室編『 震

災避難所の史料 : 新潟県中越地震・東日本大震

災 』（長岡市立中央図書館文書資料室、2014）
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3 那智勝浦町の活動と「いま」を記録すること

那智勝浦町と和歌山大学との事業

2011（平成23）年台風12号水害の「記憶

と記録を残す」
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那智勝浦町「台風12号水

害関連資料」（仮称）より

右:総0018-0099

左:総0018-0004



3 那智勝浦町の活動と「いま」を記録すること

那智勝浦町と和歌

山大学との事業

2011（平成23）年

台風12号水害の「記

憶と記録を残す」

16

那智勝浦町「台風12号水

害関連資料」（仮称）より

総0001-0019



4-1 歴史資料ネットワークの活動

歴史資料ネットワークとは

阪神・淡路大震災を契機として、文化遺産（とりわけ指定文化財以外の

民間所在史料）の救出・保全を目的として発足したボランティア団体

延べ800人のボランティアを組織、段ボール箱で約1,500箱の史料を救出

＋震災そのものに関わる資料・記録の収集保存活動にも提言
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4-2 歴史資料ネットワークの活
動 歴史資料保全ネットわかやま
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和歌山県立博物館『災害と文化財』より水害救出文化財



4-2 歴史資料ネットワークの活動 歴史資料
保全ネットわかやま

「思い出の品（≠指定文化財）」をどう残すか

那智勝浦町の活動（那智川流域に収納箱を設置してを収集）
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4-3 歴史資料ネットワークの活動実例

水損史料クリーニング

とりあえず「すぐ捨てない」 状態によっては修復可能

ただし「放置しない」 カビ発生など

和紙は意外と丈夫です 洗浄する・エタノール噴射など

無理にこじあけない

作業環境を確保 空気入れ替え・マスク着用
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4-3 歴史資料ネットワークの活動実例
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おわりに―私たちがいまできること・すべきこと

東日本大震災被災地の図書館の「いま」

陸前高田市: 2010年人口 24,246人

2017年 19,661人（2010年の約81％）

大槌町: 2010年 15,276人

2017年 12,145人（2010年の約80％）
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おわりに―私たちがいまできること・すべきこと
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大槌町立図書館「城山図書室」（撮影日:2016.11.18）



おわりに―私たちがいまできること・すべきこと

24

陸前高田市立図書館（撮影日:2016.11.18）



おわりに―私たちが
いまできること・すべきこと
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陸前高田市立図書館
（撮影日:2016.11.18）



おわりに―私たちがいまできること・すべきこと

なぜ図書館が必要なのか？どのような図書館が必要とされている

のか？
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おわりに―私たちが
いまできること・すべきこと
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【3.11】「高所へ逃げろ」と書かれた陸前高田市立図書館の本が

たどった運命 地域の歴史を忘れず、伝えるために
（http://www.huffingtonpost.jp/2015/03/10/rikuzentakadashi-

library_n_6837100.html）［引用日:2017/8/22］



おわりに―私たちがいまできること・すべきこと

「整った街並みが戻っても、文化財が戻らない復

興は真の復興ではない。それは、この土地の自

然、文化、歴史、記憶の集積であり、陸前高田

のアイデンティティーだからです。」
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『朝日新聞』2011年8月4日オピニオン欄掲載記事より、熊谷賢氏

（陸前高田市海と貝のミュージアム兼陸前高田市立博物館主任学芸員）
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